



















た証拠もない。小稿で検討しようとする肥後国天草郡大江村他 3か村の場合は約 5 割、肥前国彼








                                                   
1 海老沢有道『キリシタンの弾圧と抵抗』(雄山閣、1981年)。 
2 近世期を通して見ると、17世紀中期と 18世紀末以降 19世紀中期までの二つの時期に集中して起こってい
る。後者では、寛政 2年(1790)浦上一番崩れ(肥前国幕府領)、文化 2年(1805)天草崩れ(肥後国幕府領島原藩預





3 宮崎賢太郎「日本人のキリスト教受容とその理解」(『日文研叢書 17 共同研究 日本人はキリスト教をどの
ように受容したか』国際日本文化研究センター、1998年)。 


























に 3 年ごとの閏月を 1年ごとに割り振った日数を 10 日とし、合計 364 日を 1 年と考える。この
内訳は、「霜月祭り」から「かなしみの入(復活祭前の四旬節)」までの 55日、「かなしみの入」の
期間の 49 日(つまり、「霜月祭り日」から「かなしみの入」の期間を合わせた日数が 104 日)、残
り 260日で「とみんこ(日曜日)」にあたる日を祝日とする。これに対して下組では、1年の数え方
など基本的な考え方は同じだが、その内訳に若干の違いがある。「霜月祭り」から「かなしみの入」










































                                                   
7 同［注４］48頁。 
8 『日本庶民生活史料集成 18 民間宗教』(三一書房、1972年)834頁。 








































































                                                   
11 久米次郎直訴状、長崎県立長崎図書館蔵「願書」11=20-1。 
12 松下太次平風聞報告書、長崎県立長崎図書館蔵「切支丹史料」11=171-1=181。 





































































                                                   
13 拙稿「キリシタン禁制と異端的宗教活動」(『歴史学研究』807、2005年)。幕藩権力のもとでは、怪しげな
民間信仰や流行神など俗人が行う宗教活動は規制対象とされていた。コンフラリアをよりどころとする潜伏キ
リシタンの信仰活動も、一般の民間信仰や流行神のような俗人の宗教活動と共通性が多分にあることを念頭に
置けば、キリシタンをめぐる問題についてそれ単独の問題として扱わず、これら民衆の宗教活動を横断的に検
討すべきである。 
14 ただし、明治期に入ると地域社会ではキリスト教をかえって排除しようとする動向が顕著になるし、国家
神道の形成を念頭に置けば、明治国家がキリスト教を含めた宗教の自由を保証したとは必ずしも言えない。 
